
V-High帯域での実証実験結果等の取りまとめポイント

取りまとめポイント （詳細ポイント） 説明

事
業
に
関
す
る
事
項

ニーズ

具体的な利用ニーズ
システムを利用したいという具体的ニーズ（利用主体及び用途）を記載す
る。

平時の利用ニーズ
※サービスが主に災害時に提供されることを想定
している場合

平時における活用方策とその具体的ニーズ（利用主体及び用途）を記載
する。

実現可能性

サービス提供主体 想定するサービス提供主体を記載する。

サービスの継続的提供 サービスを継続的に提供し、事業運営できる見込みについて記載する。

サービスを提供するインフラ構築
サービスを提供するためのシステム構築や端末の普及等の具体的な計
画について記載する。特にシステムの操作性についても記載する。

標準化・規格化の状況 標準化・規格化に向けた計画や現状の取組について具体的に記載する。

社会的な効果

社会への貢献 地域や社会全体への貢献について具体的に記載する。

サービスの公共性
国民がサービスの恩恵を幅広く享受できる仕組みになっているか具体的
に記載する。

技
術
的
な
事
項

技術的な要素

V-High帯域を利用するメリット
電波伝搬特性等のV-High帯域を利用するメリットについて具体的に記載
する。

技術的性能の検証
システムが、サービスの要求条件を満たす技術的性能を有しているか具
体的に記載する。

実装上の課題解決
システム開発や実装上の課題等を技術的に解決するための具体的な計
画について記載する。
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